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熊
本
大
学
の
活
動
報
告

人
材
育
成
を
望
む
カ
ン
ボ
ジ
ア

日
本
の
薬
学
教
育
と
研
究
に
触
れ
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
の
時
代

に
多
く
の
知
識
人
が
失
わ
れ
、
相
次
ぐ
戦
争
で
疲
弊

し
た
。
現
在
の
国
家
体
制
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
９

０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
現
在
も
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
、
国
を
動
か
す
人
材
の
育
成
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
薬
剤
師
養
成
機
関
は

三
機
関
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
保
健
科
学

大
学
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
保
科
大
）
で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
保
科
大
は
、
薬
・
医
・
歯
・
看
護
学
部
を
擁
す
る

国
立
大
学
で
あ
る
と
同
時
に
、
保
健
省
の
一
機
関
と

し
て
国
の
保
健
行
政
に
関
わ
っ
て
い
る
。
国
際
交
流

を
通
じ
て
、
教
育
指
導
者
養
成
を
進
め
て
き
た
。
旧

宗
主
国
フ
ラ
ン
ス
偏
重
を
脱
却
し
、
現
在
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
米
国
、
ア
ジ
ア
の
大
学
と
交
流
が
あ
る
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
保
科
大
と
熊
本
大
学
薬
学
部
（
熊
薬
）
は
、

２
０
１
６
年
に
薬
用
植
物
研
究
で
包
括
的
な
研
究
協

力
協
定
を
締

結
し
て
研
究

交
流
を
始
め
、

同
時
に
学
生

交
流
へ
の
拡

大
も
模
索
し

て
き
た
。

熊
薬
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
保

科
大
薬
学
部

と
の
「
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ラ
ン
」

に
よ
る
最
初

の
交
流
は
、

２
０
０
８
年

８
月
、
緑
豊

か
で
暑
い
季
節
に
行
わ
れ
た
。
学
生
11
名
を
７
日
間

の
日
程
で
招
聘
し
、
最
先
端
研
究
に
関
す
る
講
義
と

実
習
を
行
っ
た
。
加
え
て
、
地
域
の
薬
草
利
用
活
動

に
熊
薬
学
生
と
参
加
し
、
学
生
交
流
文
化
交
流
を
行

っ
た
。

今
回
の
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
」
で
は
、

２
０
２
０
年
１
月
、
寒
風
吹
く
季
節
に
、
学
生
10
名
、

引
率
教
員
１
名
を
７
日
間
の
日
程
で
招
聘
し
た
。
最

先
端
研
究
に
関
す
る
講
義
と
実
習
お
よ
び
環
境
教
育

の
他
、
留
学
し
て
学
位
を
取
り
指
導
者
と
な
る
道
を

見
せ
る
こ
と
に
重
き
を
お
い
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
保
科
大
薬
学
部
は
９
割
が
女
子
学
生

で
、
招
聘
し
た
学
生
は
女
性
だ
け
の
構
成
だ
っ
た
。

学
年
構
成
は
、
４
年
生
（
５
名
）
と
最
終
学
年
の
５

年
生
（
５
名
）
で
あ
る
。
日
常
生
活
に
お
け
る
交
流
、

講
義
と
実
習
は
英
語
で
行
わ
れ
た
た
が
、
学
生
と
教

員
間
の
や
り
と
り
に
障
害
は
な
か
っ
た
。
滞
在
中
は

学
生
を
三
班
に
分
け
て
行
動
さ
せ
、
日
常
の
相
互
の

安
全
管
理
の
一
助
と
し
た
。
一
日
の
学
習
内
容
を
、

毎
夕
１
時
間
を
使
っ
て
班
で
ま
と
め
さ
せ
た
。
最
終

日
、
こ
の
ま
と
め
を
使
っ
て
班
ご
と
に
手
書
き
の
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
、
担
当
教
官
や
本
学
学
生
の
前
で

発
表
さ
せ
質
疑
応
答
し
た
。

学
生
の
熊
本
で
の
活
動
は
朝
９
時
か
ら
始
ま
り
、

夕
方
６
時
ま
で
は
そ
の
日
の
ま
と
め
に
取
り
組
ん
だ

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
』友
情
と
感
激

第
242
回

＝
特
別
連
載
＝

※
現
在
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
の
た
め
、
今
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
延
期
し
て
い
ま
す
。

数馬恒平
（熊本大学
大学院生命科学研究部
特任准教授）
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が
、
お
喋
り
す
る
こ
と
な
く
集
中
力
を
保
っ
て
い
た
。

学
生
ら
は
、
日
々
の
講
義
は
興
味
深
く
聴
講
す
る
一

方
、
有
機
合
成
、
動
物
実
験
や
無
菌
操
作
な
ど
手
と

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
新
鮮
だ
っ
た
と
語
っ
た
。
担

当
教
官
の
所
見
は
総
じ
て
良
好
で
、
興
味
を
持
っ
て

講
義
と
実
習
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
要
点
を
理
解
し

て
纏
め
る
力
、
発
表
し
て
議
論
す
る
力
が
あ
る
と
評

価
さ
れ
た
。

環
境
教
育
は
、
世
界
中
で
公
害
に
よ
る
健
康
被
害

を
防
止
す
る
た
め
に
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
達

成
の
た
め
に
、
自
発
的
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
こ
で
、
水
俣
市
立
水
俣
病
資
料
館
（
熊
本

県
水
俣
市
）
で
水
銀
に
よ
る
環
境
汚
染
と
中
毒
を
テ

ー
マ
に
し
た
課
外
教
育
活
動
を
行
っ
た
。
よ
り
深
い

理
解
を
促
す
活
動
と
す
る
た
め
、
学
生
は
来
日
前
に

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
水
銀
中
毒
事
例
の
調
査
を
行

っ
た
。

水
俣
病
資
料
館
の
見
学
後
に
、
事
前
調
査
し
た
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
水
銀
中
毒
事
例
の
発
表
と
総
合
討
論
の

時
間
を
設
け
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
も
輸
入
廃
棄
物
や

金
鉱
山
由
来
の
水
銀
汚
染
が
あ
る
が
、
実
際
の
健
康

へ
の
影
響
に
つ
い
て
人
々
は
よ
く
知
ら
ず
、
資
料
館

で
知
っ
た
事
実
に
驚
愕
し
、
将
来
薬
剤
師
と
し
て
何

が
で
き
る
か
と
い
う
思
い
を
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
い

て
い
た
。

交
流
の
成
果
と
今
後
の
展
望

留
学
生
は
学
位
取
得
後
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
活
躍
す

る
の
が
普
通
だ
が
、
熊
薬
で
学
位
取
得
後
、
助
教
と

し
て
本
学
の
研
究
教
育
で
活
躍
す
る
若
い
ネ
パ
ー
ル

人
の
先
生
が
お
ら
れ
る
。
こ
の
先
生
に
、
滞
在
中
の

学
生
の
お
世
話
、
薬
用
植
物
の
講
義
と
演
習
で
深
く

関
与
し
て
い
た
だ
き
、
留
学
で
学
位
を
取
得
し
て
指

導
者
と
し
て
働
く
こ
と
の
魅
力
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
実
施
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
卒
業
後
本
学
へ
の
進
学
に
強
い
興
味

が
あ
る
と
答
え
た
学
生
を
数
名
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

実
際
の
留
学
に
は
学
費
や
生
活
費
支
援
な
ど
ハ
ー

ド
ル
が
あ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
保
科
大
と
熊
薬
の
双
方

の
知
恵
が
必
要
だ
。
本
学
で
は
そ
の
後
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
保
科
大
と
学
費
免
除
規
定
の
あ
る
学
生
交
流
協
定

の
締
結
を
行
っ
た
。

学
生
た
ち
も
引
率
教
員
も
、
最
初
か
ら
日
本
に
好

印
象
だ
っ
た
。
熊
薬
学

生
と
昼
夜
食
事
を
と
も

に
し
、
日
常
の
日
本
食

を
楽
し
ん
だ
。
共
食
、

少
食
の
彼
ら
に
、
外
食

は
常
に
量
が
多
く
食
べ

き
れ
ず
、
場
所
や
メ
ニ

ュ
ー
で
苦
労
し
た
。
熊

本
城
、
く
ま
モ
ン
、
熊

本
ラ
ー
メ
ン
、
熊
本
の

文
化
も
堪
能
し
た
。
路

面
電
車
、
新
幹
線
な
ど
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
な
い

安
定
し
た
日
本
の
イ
ン

フ
ラ
も
体
験
し
た
。

今
回
、
優
秀
な
学
生

に
、
熊
薬
に
留
学
す
る

魅
力
、
熊
本
で
生
活
す

る
魅
力
を
、
十
分
に
知

っ
て
い
た
だ
け
た
。

「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ラ
ン
」
は
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
保
科
大
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
て
お
り
、

海
外
交
流
担
当
者
は
繰

り
返
し
行
い
た
い
と
希

望
し
て
い
る
。
熊
薬
も

同
じ
気
持
ち
で
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
人
材
育
成
の

た
め
に
、
留
学
生
第
一

号
誕
生
の
た
め
に
、
と

も
に
知
恵
を
絞
り
、
力

を
尽
く
し
て
、
交
流
を

深
化
さ
せ
て
い
く
。

世界の伝統薬と薬用植物の実習

夕食にて日本人学生との交流

慎重に電気泳動の試料を添加する

無菌操作で処理後、細胞の様子を観察




